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KOJO NEVER STOPSKOJO NEVER STOPS
会長　八巻達也会長　八巻達也

「自己肯定感」を高めてこそ「自己肯定感」を高めてこそ
校長　直理賀一校長　直理賀一

　550 名の新入生が入学しました。今
年度より文理コースの「クラブ加入制度」
を廃止し、生徒の自主性・主体性を育成
する部活動へと方針を変更。それでも
１年生の部活動加入率は 83%、全体で
75% と高い数値となり、学習と部活の
両立を目指す生徒達がいます。昨年度は
硬式野球、バレーボール男子、女子ソフ
トボールの関東大会出場するなど多くの
部が活躍。令和の時代は自己肯定感の高
く、自主的・主体的に判断し動ける人材
が求められます。部活動での経験を通し
て高めていけるよう取り組んでいます。
皆様のご支援は、生徒の「大きな力」に
なっています。今年度も、ご協力をお願
いします。
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ありがとうございますありがとうございます

WEBページ開設 !WEBページ開設 !

　後援会の活動にご理解・
ご協力いただき感謝いたし
ます。 新型コロナウイルス
の感染は収まりつつありま
すが、まだ予断を許さない
状況が続いています。
　全国や地区の大会は、無
観客での実施があるものの、
ほぼ通常どおり行われてい
ます。今年度も各部活動の大
会結果や成績の躍進は止ま
りません。後援会は学校と協
力して部活動への支援を継
続して取り組んでまいりま
すので、どうぞよろしくお願
いいたします。

　向上高等学校ホームページに後援
会のページを開設いたしました。会
報とともにお楽しみください。

後援会のページはこちら後援会のページはこちら
https://www.kojo.
ac.jp/supporters_
main/

　　放送部は 6月 11日・12日、第 69回NHK杯全国高校放送コンテスト神奈川県大会に全部門でエントリーし、創作ラジ放送部は 6月 11日・12日、第 69回NHK杯全国高校放送コンテスト神奈川県大会に全部門でエントリーし、創作ラジ
オドラマ部門（第１位）、ラジオドキュメント部門（第２位）、研究発表部門（第１位）で通過し、7月に行われる全国大会オドラマ部門（第１位）、ラジオドキュメント部門（第２位）、研究発表部門（第１位）で通過し、7月に行われる全国大会
への出場権を獲得した。への出場権を獲得した。放送部のNHK杯全国大会出場は、第 35回（昭和 63年・1988 年）に初出場を果たし、第 39回放送部のNHK杯全国大会出場は、第 35回（昭和 63年・1988 年）に初出場を果たし、第 39回
大会では全国大会初入賞、第 60回では全部門で全国大会出場を果たし、更に全国大会ではアナウンス部門で第 3位、朗読大会では全国大会初入賞、第 60回では全部門で全国大会出場を果たし、更に全国大会ではアナウンス部門で第 3位、朗読
部門で第４位、創作ラジオドラマ部門では入選（第５位相当）した経歴を持つ。部門で第４位、創作ラジオドラマ部門では入選（第５位相当）した経歴を持つ。第 50回大会から連続出場を果たしている。第 50回大会から連続出場を果たしている。

【写真：タウンニュース伊勢原版 7月 1日号に掲載】
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文芸部　　

　文芸部は、今年６月 19 日に行
われた関東大会県予選に「青瓶」
と書いて「ラムネ」号という部誌
を制作して出品した。この作品は
ノスタルジックな雰囲気のある作
品を多く載せた部誌を制作し、関
東大会（神奈川県）へ駒を進めた。
関東大会当日は、自県開催でもあ
るので、参加する他高校生へのお
もてなしをするとともに、多くの
作品に触れる機会を得られる。

「青瓶」部誌で評価！

　放送部の白井菜々香さん（当
時２年）の全国大会は、８月４
日、５日。会場は、かつらぎ総合
文化会館で行われた。コロナ対策
で対面での発表はこれが初めてと
なった。また、昨年６月の第 68
回 NHK 杯全国高校放送コンテス
ト神奈川県内大会で校内放送研
究発表会部門で第２位となった。
NHK 全国大会はオンラインで参
加した。

写真部

　今年２月３日～ 6 日、第 28 回
関東地区高等学校写真展神奈川大
会に出場した。制作したのは、榎
本穂乃歌（卒業生）さんで、作品
名は「風のように」。自県開催で
あったのでその他の写真部員も応
援に駆け付けた。

「風のように」関東へ

女子ソフトボール部

　昨年 11 月 23 日、第 17 回関東
私学高等学校ソフトボール選抜大会

（埼玉県）に出場し、ベスト 4 入り
した。
　その結果、今年３月に行われた全
国私学（熊本県）へ出場。リーグ戦
の結果、１部トーナメントへ駒を進
めたが 2 回戦目で惜敗した。

関東から全国へ

吹奏楽部

　吹奏楽部は 10 月 3 日に千葉県千
葉ポートアリーナで第 27 回東関東
マーチングコンテスト A 部門に出
場した。結果は銀賞。今回、披露し
た曲目は「タングルウッド・オー
ヴァーチュア」など２曲で参加し会
場を魅了した。

２年振りの東関東大会

レスリング部

　レスリング部は、今年６月 4 日
～ 5 日に茨城県「アダストリアみ
とアリーナ」にて第 68 回関東高等
学校レスリング大会が開催された。
２年生の篠田昂さん 80 キログラ
ム級のグレコローマンスタイルで
出場。初戦は、山梨県韮崎工業高
校と対戦した。４対５で惜敗した。
大会後、篠田さんは今年９月の県
予選・来年２月の関東大会に向け
て、すでに調整を始めている。

４年ぶりの関東へ！

新聞委員会・書道部・放送部

　書道部は、昨年８月２日から６
日まで白浜町立総合体育館で開催
された書道部門大会に出場した。
　新聞委員会は、昨年８月４日か
ら開催された第 45 回全国高等学
校総合文化祭和歌山大会新聞部門
大会に参加し、年間紙面審査で最
優秀賞を受賞した。　　　　　　

2021わかやま総文・NHK全国大会報告

チアダンス部

　今年３月、USA School&College 
Nationals 2022 全国選手権大会
の Song/pom 部門に出場した。曲
目は Zedd の「365」をメインに
したリミックス。結果は第 11 位で、
審査員からは「アームモーション
の強さが良かった」と評価された。

より高度な技術に挑戦

関東大会出場！関東の場で KOJO パワー全開！！

ご支援をいただいた部活動の結果

硬式野球部

　硬式野球部は、昨年 10月 30日
～11月７日に茨城県「ノーブルホー
ム水戸」で第 74回秋季関東地区高
等学校野球大会が開催された。結果
は浦和学院に５ー７で惜敗した。
　野球部は昨年９月の県大会で準
優勝し、創部以来初の秋季関東大
会への出場を決めた。県予選準決勝
は、桐光学園を相手に５ー４で逃げ
切り勝利し関東大会への出場を決
めた。

秋の関東大会へ！



全国の舞台で向上魂を披露20222022
東京総文東京総文

後援会会報 （3）

梅澤さんの作品「潜伏」

　書道部は、今年度開催される「第
46 回全国高等学校総合文化祭書
道部門」に出場する。大会は、７
月 31 日（日）、８月 2 日（火）
～８月 4 日（木）東京都台東区（東
京都美術館）で開催。８月２日は、

「かつしかシンフォニーヒルズ」
にて開会式、講評会は翌８月３日
に同会場にて行われる。他県参加
生徒との交流会も予定される。

　この度、出品する作品は、荻野
加緒里（3 年）さんが制作した隷
書。作品名は「楊 」、波磔に特
徴のある隷書。県予選である県高
校書道展では荻野さんの正確な臨
書力や表現力に高い評価を得て、
神奈川県の代表となった。

書道部　全国で神奈川の向上を披露！

とうきょう総文に出品する作品

　美術部の梅澤芯さん（２年）は
昨年の秋の県高校美術展で高文連
会長賞を入賞し、全国の切符を手
にした。今年の全国大会は、７月
31 日、８月２日～８月４日で東
京都美術館（台東区）で行われる。
　美術部門は各都道府県から推薦
された「絵画、版画、彫刻、デザ
イン、工芸、映像」など約 400
点の作品が都内の会場で展示され

る。書道部門との合同展示となる
ので、本校書道部とともに活躍が
期待される。
　また、作品の講評会や生徒交流
会では「パイオニアであれ」とい
うキーワードをもとに、全国の生
徒同士が楽しみながら切磋琢磨で
きる活動が予定されている。

美術部 　2 年ぶりの全国　全国での活躍も期待！

　新聞委員会は、８月１日から東
京都千代田区（三輪田学園中学校・
高等学校）開催される第 46 回全
国高等学校総合文化祭東京大会新
聞部門大会に参加する。昨年度に
行われた県高校新聞コンクールに
て、最優秀賞を受賞し、全国大会
への出場権を獲得した。全国大会
では今年度も、研修取材も含めて
感染対策を講じて、例年通りに実

施される予定。年間紙面審査の各
賞受賞校の発表、表彰が行われる。
本校は予備審査で入賞校に、上位
表彰されることが期待される。
　現地では交流新聞を作成するた
め東京都内の施設や名所などをグ
ループ毎に取材。B4 判両面での
紙面作成となる。

新聞委員会 　東京大会で上位入賞をねらう！

最新号のこゆるぎ新聞

こ　ゆ　る　ぎ

２０２２年７月１２日

第２２６号（4）

　今号では、夏の大会に内野手と
してチームをけん引する硬式野球
部の池上昂希さん（Ｂ３ー１）を
紹介する。

池池
いけいけ

上上
がみがみ

  昂昂
こうこう

希希
きき

さんさん

ヒーロー・ヒロインを探せ

ヒーロー・ヒロインを探せ

　池
上
さ
ん
は
３
歳
の
頃
か
ら

ボ
ー
ル
に
触
れ
て
育
ち
、
兄
に
憧

れ
て
小
学
校
１
年
生
か
ら
本
格
的

に
野
球
を
始
め
た
。
小
学
生
の
と

き
は
座
間
ブ
レ
ー
ブ
ス
に
所
属

し
、投
手
・
捕
手
・
遊
撃
手
を
担
当
。

中
学
生
に
な
る
と
、
座
間
リ
ト
ル

シ
ニ
ア
に
所
属
。
遊
撃
手
と
し
て

の
才
能
を
開
花
さ
せ
て
い
っ
た
。

　本
校
を
志
望
し
た
理
由
は
、
硬

式
野
球
部
に
入
部
し
、
高
い
レ
ベ

ル
で
練
習
を
し
た
い
と
思
っ
た
こ

と
か
ら
。
２
年
生
の
秋
季
大
会
か

ら
は
念
願
の
ス
タ
メ
ン
入
り
を
果

た
し
、
同
大
会
で
は
チ
ー
ム
を
準

優
勝
に
導
い
た
。

　池
上
さ
ん
の
憧
れ
る
プ
ロ
野
球

選
手
は
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
源
田
壮
亮
選
手
。
源
田
選
手

は
、
走
攻
守
の
３
拍
子
が
揃
っ

て
い
る
選
手
で
あ
り
、
池
上
さ

ん
も
源
田
選
手
の
よ
う
な
プ

レ
ー
ス
タ
イ
ル
が
で
き
る
よ
う

に
、毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

現
在
は
夏
の
大
会
に
向
け
て
、

基
礎
練
習
を
中
心
に
、
ほ
か
の

選
手
よ
り
も
量
を
こ
な
す
こ
と

を
意
識
し
て
切
磋
琢
磨
し
て
い

る
と
い
う
。

　池
上
さ
ん
は
、「
チ
ー
ム
の

目
標
は
甲
子
園
に
行
く
こ
と
。

こ
の
夏
の
大
会
で
は
、
チ
ー
ム

の
勝
利
を
第
一
優
先
で
考
え
、

そ
の
勝
利
に
貢
献
し
た
い
。
厳

し
い
戦
い
に
な
る
と
思
う
が
、

勝
ち
抜
い
て
『
日
本
一
』
と
い

う
目
標
を
達
成
し
た
い
」
と
熱

い
思
い
を
語
っ
た
。

３
歳
か
ら
ボ
ー
ル
に
触
れ
て

３
歳
か
ら
ボ
ー
ル
に
触
れ
て  

勝
利
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

勝
利
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

走
攻
守
揃
っ
た
選
手
に

走
攻
守
揃
っ
た
選
手
に

　放
送
部
が
、
６
月
11
日
、
12
日

に
行
わ
れ
た
第
69
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全

国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

で
、
６
つ
の
部
門
で
８
つ
の
賞
を

受
賞
。
そ
の
結
果
、
３
部
門
に
お

い
て
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決

定
し
た
。

　部
全
体
と
し
て
は
、
研
究
発
表

部
門
と
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

で
１
位
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

部
門
で
２
位
、
創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
部
門
で
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
。
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

た
研
究
発
表
部
門
で
は
、
発
声
練

習
に
関
す
る
効
率
的
な
練
習
方
法

な
ど
を
ま
と
め
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
発
表
し
た
ほ
か
、
創
作
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
部
門
で
は
、
お
母
さ
ん

と
お
ね
だ
り
を
す
る
子
ど
も
と
の

関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ラ
ジ

オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
で
は
、
向

上
生
に
お
け
る
勉
強
と
部
活
動
の

両
立
に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
に
、
そ

れ
ぞ
れ
制
作
を
行
っ
た
。

　個
人
と
し
て
は
、
朗
読
部
門
で

福
田
翔
沙
さ
ん
（
Ｂ
３
ー
１
）
と

片
居
木
悠
月
さ
ん
（
Ｓ
２
ー
５
）

が
優
秀
賞
、
飯
塚
未
麗
さ
ん
（
Ｓ

１
ー
４
）
が
奨
励
賞
を
受
賞
。
５

冊
の
課
題
図
書
か
ら
１
冊
を
選

び
、
さ
ら
に
作
品
の
中
か
ら
自
分

で
朗
読
す
る
箇
所
を
選
ん
で
２
分

間
朗
読
す
る
も
の
。
３
人
と
も
に

『
あ
の
こ
ろ
』（
さ
く
ら
も
も
こ

著
）
を
選
択
し
、
朗
読
し
た
。
さ

ら
に
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
白
井

菜
々
香
さ
ん
（
Ｓ
３
ー
１
）
が
奨

励
賞
を
受
賞
。
小
林
歩
惟
先
生
の

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
取

材
を
し
、
原
稿
に
ま
と
め
て
発
表

準
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
し
た
。

そ
の
結
果
、
高
知
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
高
校
総
体
へ
の
出
場
権
も

手
に
し
た
。

　１
試
合
目
は
山
梨
県
代
表
・
甲

府
工
業
高
と
対
戦
。
自
分
の
ペ
ー

ス
で
試
合
を
運
ぶ
こ
と
も
で
き
、

Ｋ
Ｏ
勝
利
。
続
く
準
決
勝
戦
は
栃

木
県
代
表
・
作
新
学
院
高
と
の
対

戦
で
、
３
ラ
ウ
ン
ド
に
も
渡
る
激

戦
と
な
っ
た
が
、
相
手
の
パ
ン
チ

を
避
け
な
が
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
を
決

め
て
見
事
判
定
勝
ち
。
決
勝
戦
で

は
、
東
京
都
代
表
・
足
立
東
高
と

の
対
戦
と
な
っ
た
が
、
惜
し
く
も

判
定
負
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　松
村
さ
ん
は
、「
最
後
の
試
合

で
は
負
け
て
し
ま
っ
た
が
楽
し
い

試
合
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　ま
た
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
篠
田

昂
さ
ん
（
Ｓ
２
ー
３
）
は
、初
戦
、

山
梨
県
代
表
・
韮
崎
高
の
選
手
を

相
手
に
、
一
本
背
負
い
で
４
点
を

決
め
た
。
し
か
し
、
格
上
の
相
手

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
フ
ォ
ー
ル

負
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　篠
田
さ
ん
は
、「
今
ま
で
の
練

習
で
培
っ
た
実
力
を
出
せ
ま
し
た

が
結
果
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
行
わ
れ
る
大
会
で
も
、

優
勝
目
指
し
て
全
国
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
真

剣
な
眼
差
し
で
語
っ
た
。

（面責任者　山室・石川）

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）
が
、

６
月
12
日
か
ら
行
わ
れ
た
イ
ン
ハ

イ
県
予
選
で
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
を
残

　女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
県
予

選
で
、２
年
連
続
、ベ
ス
ト
４
（
第

３
位
）
に
輝
い
た
。

　６
月
11
日
か
ら
始
ま
っ
た
同
大

会
で
は
、
先
発
の
松
嶋
彩
夏
さ
ん

（
Ｂ
２
ー
３
）
か
ら
神
崎
陸
緒
さ

ん
（
Ｂ
３
ー
３
）
へ
の
継
投
で
、

打
た
せ
て
捕
る
か
た
ち
で
勝
ち
進

ん
で
い
っ
た
。

　本
校
は
シ
ー
ド
校
の
た
め
、
３

回
戦
か
ら
出
場
。
初
戦
の
相
手
は

高
浜
高
。
序
盤
は
動
き
も
硬
い
様

子
で
あ
っ
た
が
、
後
半
に
な
る
に

つ
れ
て
本
来
の
動
き
を
取
り
戻
し

て
得
点
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
、

ＤＡＴＡＤＡＴＡ

　放
送
部
が
出
場
し
た
第
69
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
県
大
会
に
お
い
て
、
研
究
発
表
部
門
、
創
作
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
部
門
で
１
位
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
で
２

位
を
獲
得
。
３
部
門
で
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

編 集 後 記

SPORTS&CULTURES
SPORTS&CULTURES

NHK 杯３部門で全国へ
NHK 杯３部門で全国へ

男
バ
レ 

ス
ト
レ
ー
ト
で
16
強
へ

角
田
さ
ん
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
首
位

チームの一体感を高めて
チームの一体感を高めて

放放
送送

力
強
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
横
山
さ
ん
（
厚
商
高
戦
）

関
東
大
会

関
東
大
会  

お
疲
れ
様
！

お
疲
れ
様
！

実
力
発
揮
で
き
た
試
合
に

実
力
発
揮
で
き
た
試
合
に

女子ソフト女子ソフト

投
手
陣
の
継
投
で

投
手
陣
の
継
投
で

イ
ン
ハ
イ
県
ベ
ス
ト
４

イ
ン
ハ
イ
県
ベ
ス
ト
４

６
ー
１
で
勝
利
を
収
め
た
。
続
く

４
回
戦
目
は
横
浜
清
風
高
を
相
手

に
、
６
回
ま
で
１
ー
１
の
接
戦
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
し
７
回
表
、山
川
七
楓
さ
ん（
Ｓ

３
ー
５
）
の
右
中
間
に
放
っ
た
タ

イ
ム
リ
ー
で
突
き
放
し
、
そ
の
結

果
、
４
ー
１
で
勝
利
、
ベ
ス
ト
４

入
り
が
決
定
し
た
。

　準
決
勝
は
、
ず
ば
抜
け
た
ス

ピ
ー
ド
を
も
っ
た
投
手
が
い
る
強

豪
・
厚
木
商
業
高
と
の
対
戦
。
先

頭
打
者
に
セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー
の

ヒ
ッ
ト
を
打
た
れ
て
先
制
点
を
許

し
た
本
校
。
そ
の
後
、
２
点
を
追

加
さ
れ
、
０
ー
３
で
敗
退
し
た
。 

　キ
ャ
プ
テ
ン
の
横
山
葵
子
さ
ん

（
Ｂ
３
ー
４
）
は
、「
負
け
た
こ
と

は
悔
し
い
。
で
も
全
力
で
仲
間
と

と
も
に
や
り
切
っ
た
」
と
す
っ
き

り
と
し
た
表
情
で
話
し
た
。

今回紹介するのは、『同志少女よ、敵を撃て』です。作品の舞台は、第二次大戦中、ドイツ・ソ連戦が激化する 1942 年。モスクワ近郊の農村で暮らす主人公の少女セラフィマの日常が突如として奪われるところから物語が始まります。
ドイツ軍による急襲で母親や村人たちが惨殺される中、自身も殺されそうになったところ、赤軍（ソ連軍）の女性兵イリーナによって救われます。家族と村人たちを殺され、自分も死のうと考えていたセラフィマは、イリーナに「戦いたいか、死にたいか」と問われました。

母を撃ったドイツ兵と母の遺体を焼き払ったイリーナに復讐するため、一流のスナイパーになるこ

とを決意します。セラフィマはイリーナが教官をつとめる訓練学校に入学。そこで出会った仲間たちとセラフィマが葛藤や苦悩に悩みながらも成長していく姿に胸打たれます。今年２月以来のロシアによるウクライナ侵攻とオーバーラップし、戦争の恐ろしさがリアルに伝わってきます。今、日本で当たり前のようにある幸せは決して当たり前ではない、と感じるのでした。

母の敵を討つために スナイパーになる決意を
母の敵を討つために スナイパーになる決意を

『『同志少女よ、敵を撃て同志少女よ、敵を撃て』』逢坂冬馬／著 早川書房
逢坂冬馬／著 早川書房

　今号では、図書委員の大塚朱生さん（Ｓ２ー３）に書評をお願いした。

C
LU

B
  TO

P
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C
S

C
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B
  TO

P
I

C
S

し
た
。

　チ
ー
ム
全
体
の
雰
囲
気
も
よ

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ン
プ

サ
ー
ブ
や
速
い
攻
撃
で
矢
継
ぎ
早

に
点
を
稼
い
で
い
き
、
３
回
戦
目

ま
で
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
利
し

た
。
し
か
し
、４
回
戦
目
は
強
豪
・

慶
應
義
塾
高
戦
。
相
手
の
時
間
差

攻
撃
な
ど
で
点
を
取
ら
れ
、
０
ー

２
で
惜
敗
し
た
。

　部
長
の
大
井
悠
立
さ
ん
（
Ｂ

３
ー
３
）
は
、「
練
習
の
成
果
を

出
し
切
れ
ず
に
悔
し
い
。
で
き
る

こ
と
を
出
し
切
っ
て
、
全
国
出
場

を
目
指
し
た
い
」
と
悔
し
そ
う
に

話
し
た
。

角
田
暁
さ
ん（
Ｓ
１
ー
５
）が
、

６
月
４
日
か
ら
県
立
山
岳
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
60
回

県
高
校
総
体
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
県
予
選
大
会
に
出
場
し
、

リ
ー
ド
の
部
で
１
位
、
ス
ピ
ー
ド

の
部
で
２
位
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の

部
で
２
位
に
入
賞
し
た
。
当
日
は

20
人
～
60
人
の
選
手
が
い
る
中

で
、
接
戦
を
制
し
た
。

　角
田
さ
ん
は
、「
練
習
通
り
で

き
た
の
で
よ
か
っ
た
。
次
回
は
緊

張
せ
ず
に
落
ち
着
い
て
臨
み
た

い
」
と
話
し
た
。

剣
道

　個
人
で
ベ
ス
ト
16
に

　剣
道
部
の
柴
田
ひ
か
り
さ
ん

（
Ｓ
３
ー
２
）
が
、
５
月
29
日
に

行
わ
れ
た
イ
ン
ハ
イ
予
選
（
個
人

戦
）
で
ベ
ス
ト
16
を
記
録
し
た
。

　1
戦
目
か
ら
高
い
集
中
力
で
試

合
に
臨
ん
で
い
た
と
い
う
柴
田
さ

ん
。
終
始
、
白
熱
し
た
試
合
展
開

　今号は、１面に応援の制限が緩和された硬式野球部の夏の大会についてを、２・３面の特集企画では「SDGs②」として「カーボンニュートラル」についての記事を掲載しています。暑い夏が始まっています。みなさんはどのように過ごしますか。　４面のクラブ面では、全国大会の出場や、関東大会の結果も掲載しています。（谷川）

出身中学校出身中学校座間市立西中学校
座間市立西中学校誕生日誕生日

12 月 27 日
12 月 27 日趣味・特技趣味・特技音楽鑑賞音楽鑑賞好きな教科好きな教科　体育　体育

苦手な教科苦手な教科　英語　英語
好きな食べ物
好きな食べ物　オムライス、肉
　オムライス、肉将来の夢将来の夢　体育の先生

　体育の先生

　第
64
回
関
東
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会

が
６
月
３
日
か
ら
東
京
都
日
野
市

で
行
わ
れ
、
ピ
ン
級
に
出
場
し
た

松
村
一
喜
さ
ん
（
Ｂ
２
ー
１
）
は
、

試
合
後
に
表
彰
状
を
持
っ
て
（
松
村
さ
ん
）

試
合
後
に
表
彰
状
を
持
っ
て
（
松
村
さ
ん
）

時間をかけてこだわりの映像を制作（放送部）

時間をかけてこだわりの映像を制作（放送部）

し
た
。

　部
長
の
白
井
さ
ん
は
、「
全
員

で
協
力
し
て
、
と
て
も
よ
い
雰
囲

気
で
作
品
制
作
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
に
は
、
進
捗
状
況
な
ど

の
些
細
な
こ
と
を
常
に
共
有
し
て

チ
ー
ム
の
一
体
感
を
高
め
た
こ
と

が
よ
い
結
果
に
繋
が
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
初
め
て
の
対
面
審
査

だ
っ
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
が

出
し
切
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と

に
こ
や
か
に
話
し
た
。

　な
お
、
全
国
大
会
の
デ
ー
タ
審

査
は
、
９
日
に
行
わ
れ
た
。

ボク＆レスボク＆レス

を
見
せ
て
お
り
、
得
意
と
す
る
面

技
を
中
心
に
勝
ち
進
ん
だ
。

　

　試
合
を
終
え
て
、「
優
勝
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
き
た
の
で
、
ベ

ス
ト
16
と
い
う
結
果
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
て
悲
し
い
で
す
。
今
後
も

チ
ー
ム
全
体
で
士
気
を
高
め
て
勝

ち
上
が
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

胸
の
内
を
話
し
た
。

「リング」鈴木光司著

３回戦・立花学園高とのブロック対決
３回戦・立花学園高とのブロック対決
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始まりは沖縄の学生のために
始まりは沖縄の学生のためにシリーズ　由来

調査団③「克己
日」

シリーズ　由来
調査団③「克己

日」

義
捐
金
は
建
物
の
修
繕
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

義
捐
金
は
建
物
の
修
繕
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

　今
号
で
は
、
奉
仕
活
動
の
一
環

で
あ
る
「
克
己
日
」
と
は
何
か
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
毎
月
１
回

ジ
ュ
ー
ス
１
本
分
を
全
校
生
徒
・

教
職
員
か
ら
献
金
し
て
い
る
「
克

己
日
」。
そ
も
そ
も
、「
克
己
」
に

は
「
お
の
れ
に
克
（
か
）
つ
。
自

分
の
欲
望
や
邪
念
に
う
ち
か
つ
。」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
の
日
は

飲
む
予
定
だ
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

ま
ず
に
献
金
す
る
な
ど
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
我
慢
す
る
と
い

う
日
に
な
っ
て
い
る
。

　始
ま
り
は
１
９
６
７
年
。当
時
、

本
校
は
「
心
の
旅
」
で
米
国
か
ら

返
還
さ
れ
る
前
の
沖
縄
を
訪
ね
て

い
た
。
当
時
の
沖
縄
は
経
済
状
況

次回は…「心の旅」
次回は…「心の旅」

が
悪
く
、
高
校
に
進
学
で
き
な
い
中

学
生
が
数
多
く
い
た
と
い
う
。
そ
こ

で
、
沖
縄
を
訪
れ
た
生
徒
か
ら
、「
現

地
の
中
学
生
を
本
校
に
入
学
さ
せ
よ

う
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
募
金
活

動
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
実
際
に
沖

縄
の
中
学
生
と
本
校
と
関
わ
り
の
深

い
箱
根
恵
明
学
園
か
ら
１
人
ず
つ
本

校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ

と
い
う
。

　１
９
７
８
年
か
ら
は
、
関
わ
り
の

あ
る
箱
根
恵
明
学
園
・
心
泉
学
園
に

各
50
万
円
ず
つ
、
み
ど
り
園
・
伊
勢

原
六
日
会
（
車
椅
子
の
団
体
）
に
各

30
万
円
ず
つ
を
義
捐
金
と
し
て
寄
付

し
始
め
、
現
在
は
、
箱
根
恵
明
学
園
・

心
泉
学
園
に
各
50
万
円
ず
つ
、
み
ど り

園
に
30
万
円
を
義
捐
金
と
し
て
寄
贈

し
て
い
る
。

　心
泉
学
園
の
飯
塚
富
美
園
長
先
生

は
、「
建
物
の
修
繕
費
用
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
必
要
な
家
具
を
購
入

す
る
の
に
使
っ
た
り
と
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
、
本
校
生

徒
へ
の
協
力
に
深
く
感
謝
さ
れ
て
い
る

様
子
で
話
し
て
く
れ
た
。

お金は遊具の購入
にも使われる（箱

根恵明学園）

お金は遊具の購入
にも使われる（箱

根恵明学園）

➢➢ ➢

３年ぶりに人数制限なしの応援を
３年ぶりに人数制限なしの応援を始まった 神奈川の長く熱い夏

始まった 神奈川の長く熱い夏
　夏
の
甲
子
園
出
場
に
向
け
、
硬
式
野
球
部
は
11
日
に
県
大
会
初
戦
に
出
場
し
た
。
対

戦
相
手
は
座
間
総
合
高
。
今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
が
緩
和
さ

れ
、
３
年
ぶ
り
に
人
数
制
限
な
し
の
応
援
が
可
能
と
な
っ
た
。
選
手
と
応
援
団
が
一
丸

と
な
っ
て
球
場
を
盛
り
上
げ
、
大
会
に
向
上
旋
風
を
巻
き
起
こ
す
。

全校応援をリ
ードする硬式

野球部員の様
子（2018 年

度）

　第
１
０
４
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
神
奈
川
大
会
（
夏
の
甲

子
園
予
選
）が
９
日
に
開
幕
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行

し
て
以
来
、
２
０
２
０
年
度
は
代

替
大
会
と
い
う
か
た
ち
で
実
施
、

昨
年
度
は
大
会
は
開
催
さ
れ
た
も

の
の
、
一
般
生
徒
や
部
活
動
の
入

場
が
制
限
さ
れ
る
か
た
ち
が
と
ら れ

て
き
た
。

　し
か
し
、
今
年
度
は
制
限
が
緩

和
さ
れ
、
声
を
出
し
て
は
い
け
な

い
、と
い
う
条
件
は
あ
る
も
の
の
、

十
分
な
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上

で
、
２
０
１
９
年
以
来
、
３
年
ぶ

り
に
制
限
な
し
で
の
応
援
が
可
能

と
な
っ
た
。
本
校
も
す
で
に
１
回

戦
目
を
終
え
て
お
り
、
吹
奏
楽
部 や

チ
ア
ダ
ン
ス
部
を
は
じ
め
、
一

般
生
徒
が
ス
タ
ン
ド
に
駆
け
つ

け
、応
援
に
華
を
添
え
た
。
な
お
、

ベ
ス
ト
８
（
準
々
決
勝
戦
）
以
降

か
ら
は
会
場
が
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム

と
な
り
、
全
校
生
徒
に
呼
び
か
け

て
、
多
く
の
生
徒
の
応
援
を
促
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

　本
校
は
昨
日
、
座
間
総
合
高
と

の
初
戦
を
終
え
、
14
日
の
２
回
戦

目
を
控
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
日
は
終
日
登
校
日
で
あ
る
た

め
、
一
般
生
徒
が
応
援
に
参
加
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
順

調
に
勝
ち
進
ん
だ
場
合
、
３
回
戦

に
は
相
洋
高
、
４
回
戦
に
は
横
浜

創
学
館
高
、
５
回
戦
に
は
横
浜
商

業
高
、
準
々
決
勝
で
は
横
浜
商
大

高
と
の
試
合
が
行
わ
れ
る
可
能
性

が
高
い
。

　な
か
で
も
、
相
洋
高
と
は
昨
年

度
の
春
の
大
会
で
、
横
浜
創
学
館

高
と
は
２
０
１
９
年
度
の
夏
の
大

会
で
戦
っ
て
お
り
、
惜
し
く
も
敗

北
を
期
し
た
相
手
で
あ
る
。
現
在

は
、
練
習
試
合
な
ど
を
通
し
て
、

因
縁
の
相
手
を
迎
え
撃
つ
体
制
が

整
え
ら
れ
て
い
る
。

100 人アンケート
100 人アンケート

　いよいよ夏本番。食べたく

なるのは、かき氷 or アイス

クリーム、という質問に「か

き氷」と回答した人は 67 人。

「シャリシャリとした食感が

好き」「食べると体が冷えて

気持ちいい」という声が多く

聞かれた。

　一方、「アイスクリーム」

と 回 答 し た 33 人 か ら は、

「様々な味が楽しめる」とい

う声が多かった。

Ｑ . 夏といえ
ば、かき氷

or

アイスクリ
ーム？

かき氷かき氷33
アイスクリー

ム

6767

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

花
い
っ
ぱ
い 

保
護
者
と
協
力

専
修
大
説
明
会
に
75
名

　今
年
度
、
第
１
回
目
と
な
る
花

い
っ
ぱ
い
運
動
が
６
月
11
日
に
行

わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
な
お
き
会

規
律
保
健
委
員
11
名
と
向
上
明
和

会
の
保
護
者
30
名
の
計
41
名
。

　バ
ー
ベ
ナ
や
金
魚
草
な
ど
計
７

種
類
の
花
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え

替
え
、
生
徒
玄
関
前
を
彩
っ
た
。

　参
加
し
た
常
盤
優
輝
さ
ん
（
Ｂ

２
ー
２
）
は
、「
積
極
的
に
参
加

で
き
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

　３
年
生
の
希
望
者
を
対
象
と
し

て
、
専
修
大
学
教
育
交
流
提
携
校

説
明
会
が
６
月
25
日
に
専
修
大
学

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
で
行
わ

れ
た
。
参
加
し
た
の
は
、
向
上
高

校
の
生
徒
75
名
。
な
お
、
本
校
と

同
じ
教
育
交
流
提
携
校
で
あ
る
浦

和
学
院
高
校
、
ふ
た
ば
未
来
学
園

高
校
も
参
加
し
て
い
た
。

　当
日
は
初
め
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
全
体
説
明
を

受
け
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部

に
分
か
れ
て
説
明
を
聞
い
た
。

　参
加
し
た
佐
々
木
愛
佳
さ
ん

（
Ｓ
３
ー
５
）
は
、「
在
学
生
の
方

に
、
受
験
の
対
策
方
法
や
入
学
後

の
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な
り

ま
し
た
」
と
真
剣
に
話
し
た
。

吹
奏
楽 

本
校
で
講
習
会

　西
湘
吹
奏
楽
連
盟
実
技
講
習
会

が
６
月
12
日
に
本
校
で
行
わ
れ

た
。
当
日
は
西
湘
地
区
内
25
校
の

中
学
校
や
高
校
か
ら
生
徒
２
８
０

名
が
参
加
。
初
心
者
を
対
象
と
し

た
楽
器
の
扱
い
方
や
合
奏
の
練
習

な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
多
く
の

教
室
を
使
っ
て
パ
ー
ト
別
に
分
か

れ
て
講
習
を
行
っ
て
い
た
。

　本
校
の
生
徒
は
、
中
学
生
の
誘

導
や
駐
車
場
の
誘
導
な
ど
を
担

当
。
案
内
係
を
担
当
し
た
藤
澤
夏

実
さ
ん
（
Ｔ
２
ー
３
）
は
、「
迷
っ

て
い
る
人
に
は
、
自
分
か
ら
積
極

的
に
声
を
か
け
に
行
く
よ
う
に
し

ま
し
た
。
中
学
生
の
元
気
な
演
奏

を
聞
い
た
り
挨
拶
を
し
て
も
ら
え

た
り
し
た
の
で
、
元
気
を
も
ら
え

ま
し
た
」と
に
こ
や
か
に
話
し
た
。

保護者とともに
美化運動に努め

る委員

明・浄・
直

　小学校４年生の理科で習う星座。夏の

夜空に見えるのは、こと座のベガ、わし

座のアルタイル、はくちょう座のデネブ

の３つの１等星を線で繋いでできる大き

な三角形。これを「夏の大三角」と呼ぶ。

また、こと座のベガは織姫、わし座のア

ルタイルは彦星とも呼ばれている。▼こ

れらの星までの距離はそれぞれ異なる

が、地球から近い星で 500 光年、遠い星

で1500光年も離れているという。つまり、

私たちが現在見ている星の光は、何百年

も前に放たれた光が地球に届いたものな

のだ。▼高校３年生は今、受験生となり、

大学や専門学校、就職に向けて、一人ひ

とり努力しているだろう。模擬試験の対

策や小論文の添削、面接練習など、志望

校合格という目標に向けて頑張る仲間の

姿を見るようになった。▼今は受験勉強

という目先にある目標に向かって行って

いる努力かもしれない。しかしそれは、

受験に合格したあとも無駄にならず、必

ずどこかでまた生かされる努力なのだと

思う。▼星が何光年もかけて輝き続ける

ように、私たちの努力もこれから先、輝

き続けるに違いない。　　　　　（木村）

今
号
の
欄
外
に
は
、
夏
を
涼
し
く
過
ご
す
た
め
に
お
す
す
め
の
ホ
ラ
ー
本
を
掲
載
し
ま
し
た
。

「拝み屋郷内　花嫁の家」郷内心瞳著

イメージ変えた機会に
イメージ変えた機会に第２回 施設訪問に 46 名が

第２回 施設訪問に 46 名が

　奉仕活動の

一環である施

設訪問が、６

月 18 日 に 行

われた。２回

目となる今回

は、各学年か
ら箱根恵明学園へ 26 名、心泉学園へ 20

名がそれぞれ訪問をした。

　施設では、恵明学園の田崎吾郎園長先

生、心泉学園の飯塚富美園長先生から

施設の説明や「克己日」の使い道、県

内の児童養護施設のことなどを聞いた

後、施設の子どもたちと鬼ごっこやサッ

カーなどをして遊んだ。最後の別れの

場面では、涙する子どももいた。

　心泉学園を訪問した白井愛梨さん（Ｂ

３ー１）は、「児童養護施設は暗いので

はないか、というイメージとは全然異

なり、明るくて自分たちと変わらない

のだな、と感じました。子どもたちと

触れ合うことができて楽しかったです」

と笑顔で語っていた。

体育館で説明
を受ける向上

生

ハート描く姿にキュン
ハート描く姿にキュン「こゆるぎ祭」ポスター決定

「こゆるぎ祭」ポスター決定

主将 小野侑人さん（Ｂ３ー３）
主将 小野侑人さん（Ｂ３ー３）

「ALL OUT の精神で」
「ALL OUT の精神で」

　小
さ
い
頃
か
ら
野
球
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、
い
つ
も
そ
の
そ
ば

に
は
応
援
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ド
か
ら
仲
間
を
応
援
を
す
る
こ
と

で
選
手
と
一
体
に
な
れ
た
り
、
逆
に
応
援
さ
れ
る
こ
と
で
ワ
ク
ワ
ク
と

し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
応
援
の
力
は
偉
大
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　今
年
の
春
は
苦
い
思
い
を
味
わ
い
ま
し
た
が
、
甲
子
園
に
向
け
て
、

最
後
ま
で
「
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ
」
の
精
神
で
や
り
き
り
ま
す
。
厳
し
い

戦
い
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
国
で
も
向
上
高
校
が
勝
負
で
き

る
こ
と
を
証
明
し
て
み
せ
ま
す
。

　９月３日、４日の

二日間にわたって開

催される「こゆるぎ

祭」のポスターが決

定した。
　今年度のポスター

を描いたのは、谷藤

小 花 さ ん（ Ｂ １ ー

４）。美術部の１年

生が描いた計５点の

なかから、なおき会

広報委員会によって

選ばれ、満場一致で

決定した。優しい色

合いとタッチがアッ

トホームな「こゆるぎ祭」の印象にピッ

タリだった点が評価された。

　谷藤さんは、「今年のテーマである『和

気愛逢』をみなさんがイメージできるよ

うに、床にハート（愛）を描いて、見て

わかるように工夫しました。少しでも多

くの人に私の作品を見てもらえたら嬉し

いなと思います」と笑顔で語った。

制作者の谷藤さ
ん

　一
般
生
徒
の

観
覧
に
つ
い
て

は
、
試
合
開
始

の
１
時
間
30
分

前
に
球
場
に
集

合
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、

当
日
の
体
調
や

諸
症
状
の
確
認

が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
メ
ガ
ホ

ン
な
ど
の
鳴
り

物
の
持
ち
込
み

は
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
制

服
を
着
用
す
る

こ
と
や
指
定
の

カ
バ
ン
で
来
る

な
ど
の
留
意
点

が
あ
る
。

（面責任者　木村）
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編集後記
　コロナ禍での部活動は、様々な制限があります。
生徒は試行錯誤し、活動してきました。多くの大会

も無観客での開催。間近で応援できませんが、参加
生徒へ応援する「気持ち」は届けたいと思う。

令
和
四
年
度
役
員

令
和
四
年
度
役
員

40 40

後援会とは後援会とは
　「在校生の保護者」、「卒業生」及び
「元保護者」「向上高校教職員」を会員
として、向上高等学校における部活動
の充実発展のため、皆様から寄せられ
た協力金で、その活動を奨励、支援す
るための組織です。
　協力金は、新入生の保護者より

10,000 円の拠出を得ると共に、会員
の皆様から一口 3,000 円の協力金を
募り事業資金とします。主な事業は、
関東大会や全国大会に出場する部活動
の援助です。
　皆様一人ひとりが、本会の会員です。
何とぞ主旨をご理解の上、ご協力のほ
どよろしくお願いいたします。

WHAT?WHAT?
（向上高等学校後援会規程抜粋）
会　長 八巻 達也（卒業生）
副会長	 横山 栄子（卒業生）
副会長	 吉澤	正子（保護者）
副会長 水谷 正公（教頭）
書　記 田中	　修（元保護者）
書　記	 石井	　崇（教職員）
会　計	 大石	視朗（元保護者）
会　計 竹田 亮介（教職員）
監　事 森田 武志（元保護者）
監　事	 武田	俊彦（教職員）
参　与	 山口	高史（元保護者）
参　与	 能條	恵子（元保護者）
顧　問	 直理	賀一（校長）

後援会会計報告

いただいたご支援 有効に

（4）

　昨年度も皆様方からのあ
たたかいご支援、ご協力を
いただきありがとうござい
ました。
　未だ続くコロナ禍で、感
染対策を講じながら、熱心
に活動している生徒たちの
ために、部活動をバックアッ
プしていきたいと考えてお
ります。
　今年度の後援会運営委員
総会は、感染予防策を講じ
て、開催いたしました。
　ここに、承認された令和
３年度決算、令和４年度予
算をご報告いたします。

（役員一同）

1. 収入の部 （単位 ：円）

科目 令和 3年度予算 令和 3年度決算 令和 4年度予算 備考

前年度繰越金 11,007,983 11,007,983 11,203,171

協力金　１ 5,400,000 5,400,000 5,500,000 新入生 550 名

協力金　２ 800,000 431,146 500,000 一般協力金

利息 80 107 100

大会補助金 140,000 50,200 140,000

合計 17,348,063 16,889,436 17,343,271

2. 支出の部 （単位 ：円）

科目 令和 3年度予算 令和 3年度決算 令和 4年度予算 備考

生徒後援費 6,000,000 5,216,410 6,000,000

通信費 60,000 39,642 60,000 会報発送費等

雑費 250,000 61,338 255,000 お花代、会議費等

印刷費 300,000 287,808 300,000 「がんばれ向上」印刷等

委託費 500,000 42,900 500,000 協力金決済フォーム作成等

交通費 60,000 38,167 100,000 役員交通費

小計 7,170,000 5,686,265 7,215,000

繰越金 10,178,063 11,203,171 10,128,271

合計 17,348,063 16,889,436 17,343,271

後援会会報


